デバ イス の 記事 シス テム の 記事 ボー ド の 記事 関連 デー タ 


少子 化 で 学力 低下 に 拍車, 
7 割 の 研究 室 が 学生 の 量 礎 学力 に 


問題 あり 」 


=J06 年 電子 技術 


少子 化 問題 大学 に どの よう な 影響 与え て いる の か を , 本 誌 
で 毎年 実施 し て いる 産学 協同 アン ケー ト の 一 斑 と し て 調査 し 
た . 少子 化 に より 悪い 影響 が 出 て いる と 回 答 し た 研究 室 が 半分 
を 占め , その 具体 的 な 内 容 と し て は 「 研 究 学 生 の 人 数 の 減少 」, 
「 学 力 や 学習 意欲 の 低下 」, 「 競 争 心 の 低下 ] な ど が 挙げ られ た . 
また , 7 加 の 研究 室 が 5 10 年 前 と 比べ て 学生 の 基礎 学力 が 
低下 し , その レベ ル に 「 問 題 が ある 」 と し て いる . 今日 の 理工 
系 学生 の 姿 は , あな た の 目 の 前 に 現れ る あす の 新入 社員 の 姿 か 
も し れ な い . な お , 本 アン ケー ト て で 対象 と し た の は , 電子 技術 
と 関連 の 深い 全国 の 国 公私 立 大 学 お よび 大 学院 の 理工 系 の 研究 
室 で ある . (編集 部 ) 


本 誌 で は , 全国 の 国 公私 立 大 学 お よび 大 学院 の 理工 系 研 
究 室 の 中 で , 電子 技術 と 関連 の 深い 研究 室 を 対象 に アン ケ 
ー ト 調査 を 行い, その 結果 を 毎年 3 月 号 で 報告 し て いま す . 
本 年 も 同様 の 調査 を 2005 年 11 月 ~ 12 月 に 実施 し まし た. 
そし て 82 の 研究 室 か ら ご 回 答 を いた だ きま し た . 年 末 の 忙 
し い 時 期 に ご 協力 くだ さい まし た 各 研究 室 の 皆様 に 深く 感 
謝 い た し ます . 

今回 の アン ケー ト で は , 少子 化 が 大 学 と 技術 系 研究 室 に 
与え て いる 影響 と その 対応 に つい て , と くに 詳し く 調査 し 
まし だ アン ケー ト の 内 容 は p.132-133 の コラ バ 研究 室 へ 
の アン ケー ト 概要 」 を 参照 ). また 昨年 と 同様 , 大 学 と 企業 
の か か わり に つい て 質問 し まし た . 具体 的 な テー マ は , 企 
業 か ら の 委 族 受託) 研究 や 共同 研究 , 大 学 と 企業 の 人 材 交 
流 , 大 学 発 の ベン チャ 起業 な ど で す . 

し 2 
1 研究 室 学生 の 基礎 学力 と 応用 力 が 低下 


第 2 次 ベビ ー ブ ー ム 以降 , 日 本 の 子ども は 減り 続け て い 
ます . 大 学 の 新入 学年 度 に 相当 する 18 歳 人 口 は , 1993 年 


福田 昭 


に ピー ク を 迎え まし だ り . 1993 年 の 18 歳 人 口 を 100 と す 
る と , 2005 年 の 18 歳 人 口 は 粗く 見 積もっ て 70 で す . ビー 
ク 時 と 比べ る と , 3 割 も 減少 し て いま す . 

この 少子 化 」 は , 大 学 の 技術 系 研究 室 に も さま ざま な 影 
響 を 与え て いる 可能 性 が 少な く あ り ま せん . そこ で 研究 室 
に , 少子 化 が な ん ら か の 影響 を 及ぼ し て いる か どう か を 尋 
ね まし た . その 結果 が 図 1 で す .「 悪い 影響 が 出 て いる 」 と 
し た 研究 室 が 半分 を 占め まし た .「 と くに 彰 響 は 出 て いな 
い 」 と し た 研究 室 も 半分 近く あります. 一 方 ,「 良い 影響 が 
出 て いる 」 と し た 研究 室 も 4% あ り ま し た . 少子 化 の 影響 
と し て は , 学力 の 低下 や 研究 意欲 の 低下 を 挙げ る 研究 室 が 
少な く あ り ま せん で し だ が p.135 の コラ ル 少子 化 が 研究 室 
に 与え る 影響 て その 内 容 ~」 を 参照). 


人 @ 現在 の 学生 の 呈 礎 学力 , 「 問 題 あ り 」 は 7 割 を 超え る 
技術 系 研究 室 に 入っ て くる 日 本 人 学生 の 学力 や 意欲 , 気 
質 な ど に つい て も 尋ね まし た . 項目 と し て は 基礎 学力 」, 
「 応用 力 」,「 研究 意欲 」,「 想像 力 」,「 根気 」,「 礼儀 作法 」, 
「 倫理 観 」 の 七 つ を 設定 し まし た . これ ら に つい て 5^ 10 年 
前 と 比べ た 変化 を 尋ね , さら に , 現在 の 状態 に 問題 が ある 


良い 影響 が 出 て いる 較 
4% 図 


図 1 

少子 化 が 研究 室 に 与え て いる 影響 
少子 化 に よっ て 18 歳 人 口 の 減少 が 続 
いて いる . この こと に よっ て 良い 影 
響 , ある い は 悪い 影響 が 出 て いる か 
どう か を 選択 式 で 回 答 い た だ いた . 
良い 影響 が 出 て いる と し た 研究 室 は 
4% に と ど ま る . 悪い 影響 が 出 て い 
る と し た 研究 室 は 半数 を 超え , 51% 
に 達し た . 


悪い 影響 が 図 / と くに 影響 は 隊 
出 @ い る 図 』|| 出 て いな い 図 
51% 図 45% 図 


有効 回 答 数 : 80 
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研究 室 へ の アン ケー ト 概 要 


本 アン ケー ト は , 2005 年 11 月 ~ 12 月 に 全国 の 126 大 学 , 600f 2. IC/LSI な どの 半導体 部 品 を 使用 する 電子 機器 / 電 子 応用 機器 の 
究 室 に 対し て 実施 し まし た . 以下 の 項目 に 当て は まる 研究 室 を アン 設計 に 関す る 研究 を 行っ て いる 研究 室 
ケー ト の 対象 と し まし た . 回 答 は 59 大学, 82 研究 室 か ら あ り ま し た . 国 公私 立 大 学 別 の 分 
1. IC/LSI な どの 半導体 部 品 の 設計 / 製 造 に 関す る 研究 を 行っ て い 布 を 図 A-1 に 示し ます . 研究 室 の 規模 所 属 人 員数 ) を 図 A-2 と 図 
る 研究 室 A-3 に まとめ まし た . 図 A-2 は , 教員 数 と 学生 数 , 学生 / 教 員 比 率 
の 分 奏 最大 値 , 最小 値 , 平均 値 ) で す . 図 A-3 は , それ ぞ れ の 平 
16 
14.3 14.3 
60 14 国 公立 
回 12.1 
50 最大 凶 = 12 私 立 図 
2% 較 1 40 平均 凶 10 
( 31 研 究 室 ) 図 了 間 ! 二 。 時 
( 45 研 究 室 ) 較 
20 15 143 5 
102 
7% 図 0 8 加 2 トー1.2 
( 6 研究 室 ) 教員 数 較 学生 数 凶 学生 / 教 員 比 率 較 
図 A-1 回 答 研究 室 数 と 内 訳 図 A-2 研究 室 の 所 属 人 員数 教員 数 凶 学生 数 較 学生 / 教 員 比 率 【 
82 の 研究 室 か ら 回 答 を いた だ いた -. 図 A-3 研究 室 の 平均 所 属 人 員数 
上 が っ た 図 | 変わ ら な い 図 民 下がっ た 図 入 e 四 5 
礼儀 作法 図 5 51 23 
想像 力 図 6 32 
回 2 研 宮 人 8 7 
日 本 人 学生 の 変 備 5 10 年 前 と の 比較 ) 
[ 基礎 学力 」,「 応用 力 」,「 研究 意欲 」,「 想像 カ 」, 根 気 3 41 
[ 根気 」,「 礼儀 作法 」,「 倫理 観 」 の 7 項目 を 設定 
し ,「 上 が っ た 」, 「 変わ ら な い 」,「 下がっ た 」 の 三 応用 カ 久 | 29 | 48 
つか ら 選 ん で いた だ いた . 平均 する と , すべ て の イ 
項目 で 低下 傾向 に ある . 基礎 学力 の 低下 が も っ と 
も 駐 著 で , 半数 を 超え る 研究 室 が 下がっ た 」 と 回 基礎 学 カ 24 | 54 
答 し た . な お グラ フ 中 の 数 字 は , 選択 し た 研究 室 
の 数 を 示す . 0 20 40 60 80 10G %) 
か どう か に つい て も うか が いま し た . 変化 を まとめ た 結果 関連 し て , 日 本 人 学生 の 学力 や 意欲 , 気質 な ど が 5 10 
が 図 2 です. 現在 の 水準 を まとめ た 結果 が 図 3 で す . 年 前 と 比べ て どの よう に 変化 し て いる か に つい て も 聞き ま 
2 と 図 3 か ら , 全体 と し て 基礎 学力 , 応用 力 , 研究 意 し た . 自由 記入 欄 に も か か わら ず , 50 も の 研究 室 か ら 具体 
欲 , 根気 が 低下 し , し か も , 問題 の ある レベ ル に 下がっ て 的 な コメ ント を いた だ きま し た . 学生 間 の 交流 の 減少 , 基 
いる こと が わか り ま す . も っ と も 大 き な 変 化 が あっ た の は 礎 学 力 の 低下 , 学生 間 に お ける 学力 の ば ら つ き の 増 大 , 研 
基礎 学力 で し た . 回 答 し た 研究 室 の 約 7 割 が , 学生 の 基礎 究 意欲 と 自主 性 の 低下 , 社会 常識 の 欠落 な ど が , 具体 的 な 
学力 が 低下 」 し , 現在 の 状態 ば 問題 が ある 」 と みて いま 変化 と し て 指摘 され て いま ず p.1399 の コラ バ 日 本 人 学生 
す . 応用 力 に つい て は 回 答 者 の 約 6 割 が 低下 」 し , 現在 の の 具体 的 な 変 備 5~ 10 年 前 と の 比較 )」 を 参照 ). 
状態 は 問題 が ある 」 と 考え て いま し た. な お , 少子 化 が 良い 影響 を 与え て いる こと と し て , 教員 
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少子 化 で 学力 低下 に 拍車 , 7 割 の 研究 室 が 学生 の 基礎 学力 に 「 問 題 あ り ] 
ーー 2006 年 電子 技術 産学 協同 実態 調査 


均 値 を 国 公立 大 学 と 私 立 大 学 に 分 けた も の で す . ( 10) 企業 と の 共同 研究 と その 規模 
アン ケー ト の 設問 は 次 の と お り で す . な お , アン ケー ト の 全文 は ( 11) 大 学 と 企業 の 人 材 流動 人 研究 生 , 社会 人 大 学院 生研 究 
本 誌 Web サ イト ( http://www.cqpub.cojp/dwm/ ) に 公開 し ます . 員 , 企業 出身 教員 な ど ) 
( 1) 研究 室 名 ( 12) 大 学 ・ 研 究 室 か ら 起業 し た ベン チャ 企業 の 数 
( 2) 代表 者 名 ( 13) 大 学 全体 の ベン チャ 起業 へ の 取り 組み 
( 3) 研究 室 の URL ( 14) 研究 室 か ら ベン チャ 起業 し た 実績 と 社名 
( 4 研究 室 の 人 上 員 構 成 ( 15) 提供 可能 な 技術 シー ズ 五 つま で ) 
( 5) 研究 テー マ の キー ワー ド :「 半導体 プロ セス , マイ クロ プロ ( 16) 産学 連携 へ の 意 尿 政策 的 提言 , 企業 へ の 要望 な ど ) 
提 め が 詳 罰 店 り 67LSI 度 b ミグ スト ド ト o シグ デル ( 17) 少子 化 の 影響 の 有無 
ビデ オ , マル チ メ デ ィ ア , ディ ジタル 信号 処理 , ロボ ッ ト / ( 18) 少子 化 の 影響 の 内 容 
メカ トロ , ネッ トワ ー ク , 組み 込み シス テム , 無線 , イン ( 19) 学生 数 を 増 や ポ が ある い は 減ら さ な い ) た め の 取 り 組み 
ター ネッ ト , 設計 ツー ル /CAD, 高周波 。 デー タ 通信, プリ ( 20) 研究 室 に 入っ て くる 学生 の 学力 や 意欲 , 気質 な どの 変 作 5 
ント 基板 / 部 品 実装 。 MEMS, その ほか 」 か ら 選 択 複数 可 ) 10 年 前 と 比べ て ) お よび 現在 の 水準 
( 6) 主要 な 研究 テー マ 五 つま で ) ( 21) 研究 室 に 入っ て くる 学生 の 学力 や 意欲 。 気質 な どの 具体 的 
( の) 過去 1 年 間 2005 年 1 月 て 12 月 ) の 学会 論文 発表 件 数 国内 な 変 備 5 10 年 前 と 比べ て ) 
学会 国際 学会 ( 22) 新入 生 数 の 推移 に 関す る 予想 
( 8) 過去 1 年 間 2005 年 1 月 て 12 月 ) の 特許 出願 / 取 得 数 ( 23) 留学 生 数 の 推移 に 関す る 予想 
( 9) 企業 か ら の 委託 研究 と その 規模 ( 22) 企業 退職 者 を 大学 教育 に 活用 する 動き の 予想 
問題 あり 外 ] 問題 な し 図 
公理 呈 22 57 
れ 位 作法 に 還 きま 51 
町 還 還 = 3g 
図 3 つま 35 
現在 に お ける 日 本 人 学生 の 水準 
「 基礎 学力 」,「 応用 力 」, 「 研究 意欲 」,「 皿 像 力 」, 研究 意 作 は tn テ ニニ 31 
「 根気 」,「 礼儀 作法 」,「 倫理 観 」 の 7 項目 に つい て , 
な の 水生 刀 あり 」 由 大 な し 」 の どら ら に 。 か っ g 
該当 する か を 選ん で いた だ いた . 基礎 学力 に 問題 
が ある と する 研究 室 が も っ と も 多く , 全体 の 7 割 。 
近く を 占め た . 次 いで 応用 力 と 研究 意欲 に 問題 る 基礎 国 Eo 25 
り と する 回 答 が 多く , いずれ も 6 割 を 超え た . な 
お グラ フ 中 の 数 字 は , 選択 し た 研究 室 の 数 を 示す . 0 20 40 60 80 10G %) 
当たり の 学生 数 が 減少 し , きめ 細か な 指導 が 可能 に な る こ す . 今回 の 調査 で は , 学生 数 を 増 や が ある い は 減ら さ な 
と を 挙げ て いる 研究 室 が いく つか あり まし た . い ) た め の 取 り 組み の 有無 と 内 容 に つい て 尋ね まし た . そ 
の 結果 ,「 と くに 何 も し て いな い 」 と 答え た 大 学 は ゼロ で し 
信 学生 数 維持 対策 ., オー プン ・ キ ャ ン パ ス 実 施 は 99 % た . 回 答 し た 大 学 の すべ て が , な ん ら か の 取り 組み を し て 
今後 も , 日 本 の 18 歳 人 口 は 緩やか に 減少 し て いく と 予測 いる こと が わか り ます. | 
され て いま ず り . この 結果 , 定員 割れ が 増え て 大 学 の 破綻 取り 組み の 具体 的 な 内 容 を 選択 式 で 回 答 し て いた だ いた 
や 廃校 が 相次ぐ の で は な いか と 懸念 され て いま ず 2. 結果 が 図 4 で す . ほとん どの 大 学 が , オー プン ・ キ ャ ン パ 
大 学 に 求め られ て いる 経営 努力 の 一 環 と し て , 学生 数 を ズ 入学 希望 者 向け の 大 学 見 学会 . 大 学 の 案内 や 研究 室 の 
増 や が ある い は 減ら さ な い ) た め の 取 り 組み が 挙げ ら れ ま 紹介 , 模擬 授業 な ど ) を 開催 し て いま し た . 続い て , 大 学 
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の 特徴 を 積極 的 に アビ ピー ル す る と の 回 答 が 85% を 占め まし 
た . 興味 深い の は , 学部 学科 の 再編 と いう 手間 の か か る 手 
法 を 挙げ た 大 学 が 6 割 を 超え た こと で す 往 . 

また , 大 学 に お ける 人 員 構成 が , 今後 は どの よう に 推移 


べべ ペ 〈《〈《〈 ペ EE 
開催 する 図 
PMP も 手間 還 
アピ ー ル する 較 
学部 学科 を 再編 成す る 較 64 
AKI = = 
は 大 学院 入学 を 増やす 図 
社会 人 向け の セミ と や 隊 55 
講座 を 開い て いる 較 
329 や 。。、。 
推薦 入学 枠 を 増やす 
海外 か ら の 凶 36 
暫 学 生 を 増やす 


と くに 何 も し て いな い 図 0 


有効 回 答 数 : 80 
0 20 40 eo 80 10G %) 区 
図 4 学生 数 を 増 や が ある い は 減ら さ な い ) た め の 取 り 組 が 複数 回 答 ) 
回 答 し た すべ て の 大 学 が , な ん ら か の 取り 組み を 実施 し て いる . オー プン ・ キ 
ャ ン パ ス を 開催 し て いる 大 学 が も っ と も 多く , 99% を 占め た . 次 いで , 大 学 の 


特徴 を 積極 的 に アピ ー ル する , 学部 学科 を 再編 成す る , 社会 人 入学 を 増やす と 
いっ た 施策 を と る 大 学 が 多い . 


図 5 


する か に つい て も アン ケー ト で は 尋ね まし た . 新入 生 の 数 , 
海外 か ら の 留学 生 の 数 , 企業 退職 者 を 大 学 教育 に 活用 する 
動き に つい て , それ ぞ れ 増減 を 予測 し て いた だ きま し た . 
その 結果 が 図 5 で す . 新入 生 の 数 は 減少 し , 留学 生 の 数 は 
若干 増え , 企業 退職 者 の 活用 は 増加 する と の 答え が 大 勢 を 
占め まし た . 

し 2 

2 研究 成果 の 事業 化 機会 が 増加 


大 学 の 技術 系 研究 室 と 企業 と の か か わり で 実績 が ある の 
は , 委託 研究 受託 研究 ) と 共同 研究 で す . 委託 研究 受託 
研究 ) で は , 企業 が 研究 を 大学 に 委託 し , 研究 費 を 支払 いま 
す . 大 学 は 受託 し た 内 容 に 基づい て 研究 を 実施 し , 研究 の 
成果 を 企業 に 渡し ます . すなわち , 研究 の 拠点 は 大 学 で す . 

共同 研究 で は , 企業 の 研究 開発 部 門 と 大 学 の 研究 室 が 共 
同 で 研究 を 実施 し ます . 研究 費用 の 一 部 を 企業 が 大 学 に 支 
払う こと が 多い の で す が , 別に 義務 で は あり ませ ん . 研究 
の 拠点 は 企業 の 研究 所 だ っ た り , 大 学 の 研究 室 だ っ た り , 
両 訪 だ っ た り し ます . 

委託 研究 お よび 共同 研究 を 大 学 の 技術 系 研究 室 が 実施 し 
て いる か どう か に つい て , 調べ た 結果 を 図 6 に まとめ まし 
た . 回 答 ば 現在 行っ て いる 」,「 過去 に は ある が 現在 は な 


増え る | 変わ ら な い 回 還 減る 困 


大 学 に お ける 人 員 構 成 の 変化 


よう に 推移 する と 思う か を 尋ね た . 新入 生 


分 の 大 学 に お いて 人 軸 村 成 が 今後 は どの 新入 生 の 数 BZI__ SS SS 0 39  … … アー ーー 


の 数 は 減少 する , と 考え る 研究 室 が 半数 近 留学 生 の 数 他 25 51 4 


く を 占め た . 留学 生 の 数 は 変わ ら な いと 考 


える 研究 室 が 大 半 を 占め た 企業 退職 者 を | 
教育 に 活用 する 動き が 増加 する , と 考え る 正 業 退職 者 活用 42 | っ ァ ま 隊 っ 呈 


研究 室 は 5 割 を 超え て いる . な お , グラ フ 


の 中 の 数 字 は , 選択 し た 研究 室 の 数 を 示す . 0 


40 60 80 10G %) 


現在 行っ て いる 過去 に は ある 較 還 な い 芝 


図 6 委託 研 究 還 51% 図 | 22% 図 | 27% 図 

委託 研究 と 共同 研究 を 実施 し て いる 有効 回 答 数 : 82) に ー ー ー 

人 So し sa% 較 | ssR 還 2 
練 操 ま 58% 図 21% 図 21% 

委託 研究 は 約 7 割 , 共同 研究 は 約 8 割 の 有 有 効 回 答 数 :80) に ー 


研究 室 が 実施 中 , ある い は 実施 の 経験 0 
が ある . 


40 60 80 10G %) 


注 : 本 アン ケー ト で は , 再編 の 具体 的 な 内 容 に つい て は 尋ね て いな い . な お , 文部 科学 省 が 調査 し た デー タ に よる と , 「 応用 分 子 化学 科 」 と 「 情報 工学 科 」 の 2 学科 
を | 応用 化学 科 」 と 「 情報 シス テム 工学 科 」,「 福祉 アス テム 工学 科 」 の 3 学科 に 改組 し た 例 ,「 電子 情報 工学 科 」 と 「 化学 生物 工学 科 」 の 2 学科 を | 電気 電子 シス テ 
ム 工 学科 」 上 CF コン ピュ ー タ ・ メ ディ ア 工 学科 」,「 物質 ・ 生 命 工学 科 」,「 循環 シス テム 工学 科 」 の 4 学科 に 改組 し た 例 が ある リ . 
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少子 化 で 学力 低下 に 拍車 , 7 割 の 研究 室 が 学生 の 基礎 学力 に 「 問 題 あ り ] 
ーー2006 年 電子 技術 産学 協同 実態 調査 


い 」,「 な い 」 の 三 つ に 分 類 し て いま す . 現在 , 委託 研究 を 研究 の 件 数 を 調べ まし た . 委託 研究 の 件 数 分 布 を 図 7 に , 
手がけ て いる 研究 室 は 約 5 割 , 共同 研究 を 手がけ て いる 研 共同 研究 の 件 数 分 布 を 図 8 に 示し ます . いずれ も 現在 手 が 
究 室 は 約 6 割 あり まし た . いずれ も 前 回 2005 年 電子 技術 け て いる 件 数 で は 1 件 と 答え た 研究 室 が も っ と も 多く , 件 


産業 協同 実態 調査 ) と ほぼ 同じ 割合 で ず ?. 


さら に , 一 つの 研究 室 が 手がけ て いる , 委託 研究 と 共同 
7 件 頃 因 2 
6 件 張 補 2 
5 件 頃 症 2 5 件 較 0 
4 件 旬 計 衣 5 4 件 計上 3 
3 件 旬 計 3 件 計上 13 
2 人 テテ 思 当 2 0 還 : 々 較 罰 
1 件 21 Ii で の は は きす う 生 
O 保 過去 に は ある ) oe_g_gpHbpbH WW! O 保 過去 に は ある ) eye テ テテ テテ 「7 
O 係 過去 に も な い ) D 還 還 昌 間 昌 昌 陣 昌 昌 22 O 保 過去 に も な い ) 国語 
0 5 10 15 20 25 0 5 10 15 20 25 
研究 室 数 有効 回 答 数 : 82) 図 研究 室 数 有効 回 答 数 : 80) 較 
図 7 委託 研究 の 件 数 分 布 図 8 共同 研究 の 件 数 分 布 
最大 数 は 5 件 . 5 件 の 委託 研究 を 実施 中 の 研究 室 が 二 つ あ る . 最大 数 は 7 件 . 7 件 の 共同 研究 を 実施 中 の 研究 室 が 二 つ あ る . 


少子 化 が 研究 室 に どの よう な 影響 を 与え て いる か を 自由 記入 で う ぼる な ど , 非常 に 目立つ よう に な っ て きた .( 
か が っ た と ころ , 具体 的 な コメ ント が 数 多く 寄せ られ まし た . 一 部 
の 内 容 を 以下 に ご 紹介 し ます . ぐ 悪 い 影響 一 一 意欲, 競争 心 の 低下 > 

e 競争 心 の な い 学 生 が 増え て いる よう な 気 が す る . すべ て が 満た さ 

ぐ 良 い 影 響 一 指導 の 質 の 向上 > れ て いる た め , 積極 的 に みず か ら 作り 出す 意欲 が な いと 思わ れ 
* 一 つの 研究 室 へ の 受け 入れ 人 数 が 減少 し て いる た め , 一 人 一 人 に る .( 私 立 大 学 の 研究 室 ) 

きめ 細やか な 指導 が で きる よう に な っ た .( 私 立 大 学 の 研究 室 ) e 同 世代 人 口 が 少な いせ いか , 競争 に さら 
e 良い 影響 と し て は , 卒論 生 の 人 数 が 減り , 指導 し や すく な っ た 神 的 に も ろ い 学生 が 増加 し て いる .( 

こと . 悪い 影響 と し て は , 学生 が あま り 本 気 で 勉強 し な く な っ e 競争 が 減っ た た め , ガッ ツ の ある 学 

た こと . 卒論 な ども ほとん ど 上 の 空 で , 本 気 で 研究 する 気持 ち ( 国立 大 学 の 研究 室 ) 

が 感じ られ な い .( 私 立 大 学 の 研究 室 ) 


< く 】 ゆとり 教育 」 の ほう が 問題 > 
ぐ 悪 い 影響 一 一 学力 低下 > e 現在 , 大 きく 影響 が 出 て いる わけ で は な い が , 今後 は 学力 の 任 
e 大 学 に 入学 し や すく な っ た 結果 , 基礎 学力 や 意欲 に 欠け る 学生 が 下 が 進 むと 思わ れる . 2006 年 度 以降 , ゆとり 教育 を 受け た 学生 
増え , 研究 を 自主 的 に 進め られ る 学生 が 減っ た . また , 大 学院 が 大 学 に 入る よう に な る と , 変化 が 生じ る 可能 性 が ある .( 私 立 
へ の 進学 者 が 減少 し て き て いる .( 私 立 大 学 の 研究 室 ) 大 学 の 研究 室 ) 
e 平均 的 な 意味 で , 学力 や 意欲 が 低下 し て いる . その 反面 , 明る e 少子 化 の 影響 は これ か ら . その 前 ゆとり 教育 」 の 害 の ほう が 
さ は 維持 され て いる よう だ .( 私 立 大 学 の 研究 室 ) 先 に 現れ る と 思う ( 2006 年 問題 と 言っ て , ゆとり 教育 で 育っ た 学 
e 入学 者 数 の 減少 に 伴い , 研究 室 に 配属 され る 学生 数 も 減少 . 入 生 が 受験 し て くる ).( 国立 大 学 の 研究 室 ) 
学 志願 者 数 の 減少 に 伴い , 合格 基準 を 下げ て 人 数 減 を 食い 止め 
よう と し た . 結果 と し て , 低 学 力 の 学生 の 比率 が 増大 し た . 以 ぐ 日 本 の 将来 が 心配 
上 の 結果 と し て , 研究 室 の 活性 が 失わ れ た .( 私 立 大 学 の e 工学 を 志す 学生 の 減少 は 大 き な ダ メー ジ で あり , 将来 の 日 本 が 心 
* 大 掌 と くに 地方 大 学 ) に 入学 し て くる 学生 の 質 が , 基礎 学力 , 庶 配 で ある .( 私 立 大 学 の 研究 室 ) 
力 , 研究 意欲 , 想像 力 , 根気 , 礼儀 作法 , 倫理 観 , 、 e 学生 の 質 が 平均 的 に 見 て 落ち て いる . 社会 人 の 受け 入れ に より , 
いて 低下 し て いる . 質問 し て も 答え られ な い , ゼミ など 平 気 で 少数 精鋭 教育 し な いと 日 本 の 国力 が 落ち る .( 私 立 大 学 の 研究 室 ) 
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数 が 増え る に し た が っ て 該当 する 研究 室 の 数 が 減っ て いき の の 一 部 を 表 1 に 示し ます . な お , ここ で 紹介 で き な か っ 


ます . た 研究 テー マ と 技術 シー ズ に つい て は , 本 誌 Web サ イト 
また , 各 研 究 室 か ら 企業 な ど に 提供 可能 な 技術 シー ズ を ( http://www.cqpub.cojp/dwm/) に 掲載 する 予定 で す . 
具体 的 に 挙げ て も らい まし た . 掲載 の 許可 を いた だ いた も さら に , 企業 と 大 学 の 連携 産学 連携 ) に つい て 提言 を い 


表 1 大 学 の 技術 研究 室 か ら 企業 に 提供 で きる 技術 シー ズ 

各 研 究 室 か ら 企業 な ど に 提供 可能 な 技術 シー ズ を 具体 的 に 挙げ て も ら っ た . 掲載 の 許可 を いた だ いた 技術 シー ズ の 一 部 を 紹介 する . な お , 誌面 の つ ご うに より , 
学部 名 と 学科 名 は 省略 し た . 
研究 室 名 
北海 道 工業 大 学 佐 鳥 研究 室 マイ クロ 波 エ ンジ ン な ど 

弘前 大 学 深瀬 研究 室 ハー ド ウェ ア 暗 号 

岩手 県 立 大 学 曽我 研究 宝 リア ル タ イ ムシ ステ ム 研 究 室 ) セキ ュ ア ・ プ ロ セ ッ サ な ど 

会 津 大 学 林 研 究 室 通信 ・ 計 測 用 の 系 列 設計 な ど 

足利 工業 大 学 辻 澤 研 RFID に よる 記憶 の 支援 シス テム 

群馬 大 学 小林 春夫 研 電源 回 路 技 術 な ど 

東京 大 学 藤田 研究 室 シス テム ・ レ ベル 設計 の 形式 的 検証 技術 

東京 工業 大 学 松澤 研 超 高 速 AD 変換 器 設計 技術 

東京 工業 大 学 西原 研 フェ ライ ト コア と 負 性 イン ピー ダン ス 変 換 器 を 用 いる 能動 的 伝導 雑音 反射 装置 な ど 
慶應 義塾 大 学 大 槻 研 MIMO 送 信 検 出 技術 な ど 

成 忠 大 学 電子 デバ イス ( 齋藤 ) 研究 室 プラ ズ マ レス エッ チン グ ・ ク リー ニン グ 技 術 な ど 

玉川 大 学 白崎 研究 室 次 世代 ナノ フォ トリ ソ グ ラフ ィ 工程 の 3D scatterometry 計測 検査 な ど 

玉川 大 学 シス テム デザ イン 研究 室 土壌 水分 セン サ な ど 

東京 工芸 大 学 電機 制御 レス テム 研究 室 太陽 光 ・ 風 力 発電 用 電力 セン サレ ス 最 大 電力 動作 点 追尾 方 式 

東京 電機 大 学 電子 回 路 研究 室 二 次 割り 当て 問題 の 高速 解法 な ど 

東京 電機 大 学 ワイ ヤレ スシ ステ ム 研 究 室 UWB ア ン テ ナ 技術 な ど 

東京 理科 大 学 浜本 研究 室 高 機能 イメ ー ジ ・ セ ン サ な ど 

日 本 大 学 山本 研究 室 計算 機 ア ー キ テク チャ 研究 室 ) 並列 マー ジ ソ ー ト 法 な ど 

法政 大 学 半導体 シス テム 工学 研究 室 超 高 精度 AD/D-A 変換 技術 16 ビ ッ ト 精度 以上 ) 

法政 大 学 中 野 久 松 研究 室 UWB ア ン テ ナ な ど 

早稲 田 大 学 柳澤 研究 室 ハプロタイプ 推定 ソフ ト ウェ ア な ど 

長岡 技術 科学 大 学 信号 画像 処理 研究 室 ディ ジタル ・ フ ィ ル タ の 設計 法 

富山 県 立 大 学 デバ イス 工学 研究 室 高 精度 基準 電圧 発生 回 路 な ど 

金沢 大 学 集積 回 路 工 学研 究 室 導電 性 衣服 を 用 いた ケー ブル レス ・ ネ ットワーク ・ シ ステ ム な ど 

金沢 工業 大 学 ナノ テッ ク 研 究 室 走査 型 ア トム ・ プ ロー ブ の 開発 と 実用 化 な ど 

北陸 先端 科学 技術 大 学院 大 学 情報 科学 セン ター FPGA を 用 いた 超 細 粒 度 並列 処理 な ど 

福井 大 学 田村 ・ 柳 瀬 研 究 室 マニ ピュ レー タ 経路 計 画 ア ル ゴ リ ズム な ど 

福井 大 学 ロボ ティ クス 研究 室 リア ル タ イ ム OS を 用 いた 制御 系 実装 に 関す る 研究 な ど 

静岡 大 学 桑原 義 ) 研 究 室 アン テ ナ 伝 搬 な ど 

名 古屋 大 学 高木 研究 室 算術 演算 回 路 な ど 

中 京 大 学 磯 研 究 室 ハー ド ウェア ・ ア ル ゴ リ ズム な ど 

三重 大 学 情報 処理 研究 室 医用 超 音 波 信号 処理 

関西 大 学 電子 デバ イス 研究 室 SOI デバ イス 設計 技術 な ど 

関西 大 学 情報 工学 研究 室 摂動 法 を 用 いた アク ティ ブ ・ コ ント ロール ・ シ ステ ム な ど 

近畿 大 学 生体 信号 処理 VLSI 研究 室 ラテ ィ ラ ル バ イ ポー ラ CMOS 集 積 回 路 出願 番号 : 特 願 2003-095116) 

神戸 大 学 CS26 講 座 電源 ・ グ ラウ ンド ・ 基板 雑音 解析 技術 な ど 

岡山 大 学 モバ イル 通信 学研 究 室 OF DM 伝送 に お ける 送信 電力 ピー ク 低減 法 な ど 

バン ク 型 レジ スタ ・ フ ァイル を スー パス カラ ・ プ ロ セ ッ サ で 効率 的 に 用 いる た め の プ ロ セ ッ サ 
制御 方 式 な ど 

徳島 大 学 橋爪 研究 室 IC の リー ド 浮き 検査 

愛媛 大 学 情報 シス テム 工学 講座 VLSI に 対す る 故障 診断 技術 

九州 大 学 大 学院 安浦 ・ 村 上 ・ 松 永 ・ 井 上 研究 室 SystMorpl( 可変 構造 アー キテ クチ ャ ) な ど 

九州 大 学 シス テム LSI 研究 セン ター 無線 LAN 用 1 チッ プ ・ シ ステ ム LSI 技術 な ど 

九州 工業 大 学 笹尾 研究 室 新 タ イプ の プロ グラ マブ ル 論 理 素子 な ど 

九州 工業 大 学 佐藤 研究 室 低 消費 電力 キャ ッシュ ・ メ モリ な ど 

九州 工業 大 学 尾 知 研究 室 マル チバ ンド OFDM UWB 用 フレ ー ム 同期 回 路 な ど 


広島 市 立 大 学 コン ピュ ー タ シス テム 講座 
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少子 化 で 学力 低下 に 拍車 , 7 割 の 研究 室 が 学生 の 基礎 学力 に 「 問 題 あ り ] 
ーー 2006 年 電子 技術 産学 協同 実態 調査 


た だ きま し た . 一 部 の 内 容 を 別掲 で ご 紹介 し て いま ず p.141 16%, そし て 今回 の 調査 で は 18% で し た . 一 方 , 企業 か ら 
の コラ ガバ 産学 連携 へ の 提言 や 要望 な ど 」 を 参照 ). 研究 員 を 受け 入れ て いる , 企業 か ら 研究生 を 受け 入れ て い 
る と 回 答 し た 研究 室 の 割合 は 2004 年 の 調査 で は それ ぞ れ 
@ 大 学 教員 が 企業 に 参画 は 18 %, 年 々 増加 の 傾向 23%, 20%% だ っ た の に 対し , 2005 年 の 調査 で は それ ぞ れ 
また , 過去 の アン ケー ト と 同じ よう に , 企業 と 大 学 の 人 18%, 14% と な り , 今回 は 15%, 7% に と どまり まし た . 
材 流動 化 状況 に つい て も 尋ね まし た . その 結果 が 図 9 で す . 
イン ター ン シ ッ ズ 企業 へ の 実習 生 の 派遣 ) が も っ と も 多く , @ 大 学 発 ベン チャ が 確実 に 浸透 
4 割 を 超え て いま す . 回 答 し た 研究 室 で 企業 出身 教員 が 存 大 学 の 研究 成果 を 事業 に 直接 結び 付け る 手法 と し て 最近 
在 す る 比率 も 4 割 を 超え まし た . 注目 を 浴び て いる の が , ベン チャ の 起業 で す . 前 回 の 調査 
近年 の 傾向 と し て , 教員 が 企業 に 参画 する 比率 が 上 昇 し , と 同様 に , ベン チャ 起業 を 促す し くみ を 大 学 が 用 意 し て い 
企業 か ら 研究 生 あ る い は 研究 員 を 受け 入れ る 比率 が 低下 し る か どう か に つい て 聞き まし た . その 結果 を 図 10 に 示し 
て いま す . 大 学 の 教員 が 企業 に 参画 し て いる と 回 答 し た 研 ます . も っ と も 多かっ た の は 前 回 と 同じ く , 大 学内 に イン 
究 室 の 割合 は , 2004 年 の 調査 で は 14%, 2005 年 の 調査 で は キュ ベー ショ ン ・ セ ンタ を 設け て いる と いう 回 答 で す . 回 


答 者 の 半数 に 達し まし た . 次 いで , 敷地 や 設備 を 大 学 が ベ 
ンチ ャ 企業 に 提供 する と 答え た 研究 室 が 1/3 を 超え まし た . 


5 ベン チャ を 起こ し た 実績 に つい て も 調査 し まし た . 研究 
イン ター ン シ ッ 
EE キ mm っ ママ 室 が 設立 し た 企業 の 数 を 示し た の が 図 11 で す . 13 の 研究 


な 古っ 還 還 還 還 = 放 計 “ 
経歴 を 持つ 較 


EEC 。 2 大 学 か ら の ベン チャ 
研究 成果 を も と に ベン チャ 企業 を 設立 し た 具体 例 を 挙げ て も ら っ た . ここ で 
ooostt 。 EE は 掲載 の 許可 を いた だ いた 企業 名 だ け を 紹介 し て いる 
・ 役員 就任 な ど ) 較 
大 学名 起業 例 
企業 か ら 研究 員 を PrYPspehnTrr== PP 
JePA0 。 民 Cew | 先 人 条 究 所 北海 痢 株 
( 有 ) Catch the Dreams 
企業 か ら 研究 生 を 人 品 王 邊 一 
7 岩手 県 立 大 学 ( 有 ) シ グ ネ 
受け 入れ て いる 
夫 玉川 大 学 OMEG オー メッ ク ) 
その ほか 半 証 記 7 近畿 大 学 ASIP Solution 株 ( た だ し , 取締 役 ) 
箕 静 ・ 
上 弟 0 神戸 大 学 ェ イ ・ アイ ・ エル 株 


0 10 20 30 40 5 %)| 


9 大 学 と 企業 間 の 人 材 交 流 の 現状 複数 回 答 ) 
イン ター ン シ ッ ズ 企業 へ の 実習 生 の 派遣 ) が も っ と も 多く , 4 割 を 超え た . 


( 株 ) ア プリ オリ マイ クロ ソフ ト ,( 株 ) Fusic, 
( 株 ) ア プリ オリ マイ クロ シス テム ズ 
九州 工業 大 学 ( 株 ) レ イド リク ス 


九州 大 学 


ャ >2ssg も 還 還 還 還 還 還 還 昌 昌 還 還 較 5 
セン タ が ある 図 
介する 。 還 還 還 還 還 還 還 還 昌 :7 
設備 を 提供 する 図 


ベン チャ 起業 に 関与 する 教員 較 
に は 勤務 時 間 な ど が 配 届 され る 


ベン チャ 起業 の 数 値 目標 が 
掲げ られ て いる 図 上 


ベン チャ 起業 に 大 学 が 出資 する 還 旧 5 


0 社外 | 1 社 還 2 社 bM 呈 3 社団 


その ほか 還 害 9 有効 回 答 数 。82 図 11 研究 室 か ら 起業 し た ベン チャ 企業 数 
則 6 較 4 AM 選択 し た 研究 室 の 数 を 示す 
D ご 和 至 ! 示す 9 . 
10 大 学 全体 の ベン チャ 起業 へ の 取り 組 複数 回 答 ) 1 を 設立 し 8 和 が 2 社 3 
イン キュ ベー ショ ン ・ セ ンタ を 設け て いる 大 学 が 半数 に 達し た . 究 室 が 三 つ , 3 社 を 設立 し た 研究 室 が 三 つ あ っ た . 
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11 件 図 1 
10 件 鐘 0 
9 件 較 0 
8 件 較 0 
7 件 較 0 
上 6 件 | 2 
放 件 5 件 園 1 
0 社外 | 1 社 層 0 社 1 社 2 社 還 
5 に 。 図 4 件 図 0 
図 12 研究 室 か ら 起 業 準備 中 の 企業 図 13 研究 室 か ら 起 業 準備 中 ある い は 起業 後 
数 の 分 布 に 中 断 ・ 中 止 し た 企業 数 の 分 布 3 件 項 還 3 
グラ フ の 中 の 数 字 は , 選択 し た 研究 室 の グラ フ の 中 の 数 字 は , 選択 し た 研究 室 の 数 を 示す . 2 件 較 証 議 興 10 
数 を 示す . 1 社 を 起業 準備 中 の 研究 室 が 七 1 社 を 中 断 ・ 中止 し た 研究 室 が 二 つ , 2 社 を 中 断 ・ 
つ あ っ た . 中 止 し た 研究 室 が 一 つ あっ た . 1 件 基 記 記 記 記 |「8 
of 人 還 還 = 旦 三 三 三才 
。 伯 0 10 20 30 40 50 
研究 室 数 有効 回 答 数 : 81) 図 
4 件 細 2 図 14 過去 1 年 間 の 特許 出願 件 数 分 布 
間 3 件 緒 1 各 研 究 室 に お ける 2005 生 1 月 ~ 12 月 ) の 特許 出願 件 数 で 
登 ある . 
2 2 件 園 還 3 
数 
ES 1 件 計上 
0 人 。 + Ss 
し た 特許 の 件 数 と , 取得 し た 特許 の 件 数 を 尋ね まし た . 出 
0 10 20 30 40 50 60 70 
願 件 数 の 分 S 図 14 で す . 取得 件 数 の 分 パ 図 15 で す . 
研究 宣 雪 有効 回 答 孝 : 77) 図 願 件 数 の 分 布 が 図 14 で す . 取得 件 数 の 分 布 が 図 15 で す 


図 15 過去 1 年 間 の 特許 登録 件 数 分 布 
各 研究 室 に お ける 2005 年 1 月 12 月 ) の 特許 登録 件 数 で ある . 


室 か ら 合 計 22 社 が 誕生 し て いま す . 前 々 年 の 調査 で は 8 社 , 
前 年 で は 15 社 だ っ た の で , 大 学 発 の ベン チャ 起業 は 確実 に 
増え て きた と 言え そう で す . 企業 の 具体 的 な 社名 も 質問 し 
まし た . 掲載 の 許可 を いた だ いた 企業 の 名 称 を 表 2 に 示し 
ます . 研究 室 が 設立 を 準備 中 の 企業 の 数 を 示し た の が 図 12 
で す . 七 つ の 研 究 室 が 合計 7 社 の 設立 を 準備 し て いま す . 
さら に , 起業 を 中 断 し た り , 中 止 し た 企業 の 数 を 示し た の 
が 図 13 で す . 


人 @ 研究 室 の 特許 出願 最多 は 11 件 

大 学 の 研究 成果 を 事業 に 利用 する 手法 と し て は , この ほ 
か に 特許 の 活用 が あり ます . 大 学 の 研究 室 が 取得 し た 特許 
の 中 で 有用 な も の を , 企業 が 対価 を 支払 っ て 使用 し ます . 
また 大 学 か ら み る と , 特許 の 取得 に は 研究 成果 を 公 に 発表 
する と いう 役割 が あり ます . 

そこ で 各 人 研究 室 が 過去 1 年 間 2005 年 1 月 12 月 ) に 出願 
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特許 の 出願 か ら 成立 まで は , 2~ 3 年 か か る こと が 少な く 
あり ませ ん . また 出願 し て も , 特許 と し て 登録 され る と は 
か ぎら な い の が 現状 で す . し た が っ て , この 1 年 間 の 特許 
取得 件 数 に は , 過去 に どの くら い の 数 を 出願 し て きた か が , 
か な り 影響 し ます . 過去 1 年 間 の 特許 出願 件 数 が 多かっ た 
上 位 7 研究 室 を , 図 16 に まとめ まし た . 

な お , この 調査 は 研究 成果 を どの くら い 積 極 的 に 発表 し 
て いる か を 知る こと , 発表 の 手段 と し て 特許 出願 と いう 方 
法 が どの くら い 用 いら れ て いる か を 知る こと が 目的 で す . 
特許 の 出願 件 数 に よっ て 研究 成果 を 評価 し よう と し て いる 
わけ で は あり ませ ん . 

2 
3 「LSI 設計 , DSP, 無線 ] が トッ プ 3 


この ほか 前 回 と 同じ く , 各 研 究 室 が どの よう な テー マ を 
研究 し て いる か , 研究 成果 を どの よう に 発表 し て いる か に 
つい て , 調査 を 実施 し まし た . 

研究 テー マ が どの よう な キー ワー ド と 関係 する か を 回 答 
し て いた だ いて いま す . その 結果 を まとめ た の が 図 17 で す . 

今回 の アン ケー ト で は , 上 位 5 テー マ に 以下 の 研究 テー 


少子 化 で 学力 低下 に 拍車 , 7 割 の 研究 室 が 学生 の 基礎 学力 に 「 問 題 あ り ] 
ーー 2006 年 電子 技術 産学 協同 実態 調査 


の (リリ / 記 日 本 人 学生 の 具体 的 な 変化 (5 一 10 年 前 と の 比較 ) 


本 人 学生 の 変化 に つい て 5+ 10 年 前 と 比べ , 具体 的 な 変化 を E 1 2 名 は 優秀 な 学生 が 来 て くれ る が , 残り は 平均 的 に 質 が 
感じ て いる か どう か を うか が いま し た . その 結果 , 50 も の 研究 室 ジ -( 国立 大 学 の 研究 室 ) 

か ら 具 体 的 な コメ ント を いた だ きま し た . 特徴 的 な が コメ ント を 以下 

に 紹介 し ます . 


, 意欲 に つい て は 変わ ら ず 手 応え の ある 学生 が 多 
ぐ あ ら た め て ,「 教育 」 の た いせ つ さ > っ いて は すぐ に あき ら め て し まう 学生 が 多く な っ 
e 必要 最低 限 の こと し か し よう と し な い 平凡 な 学生 生活 で や り 過 .。 学力 に つい て は 明らか に 低下 し て いる .( 私 立 大 
ご し た い ) と いう 学生 が 増え て いる . 教員 の 努力 で 変え る こと が 
で きる の で , が ん ば っ て いる . 0 e ほとん ど 研 究 する 気持 ち が な い の で , 卒業 研究 の 意味 が 薄れ て き 
e し っ か り 育成 すれ ば , 何と か 実験 を 進め て いく 分 に は , 学生 の て いる . 卒業 研究 の 代わ り に 授業 や 演習 に し た ほう が , スキ ル 
意欲 ・ 気質 に つい て は 問題 な い . 逆 に , 半 時 2 こと が き アッ プ に な っ て よい の で は な いか .( 私 立 大 学 の 研究 室 ) 
め 細 か い 教 育 を 可能 に する と ころ が 多い . 結局 は 教育 の 問題 だ と e 先生 に すぐ に 結果 を 求め る 応用 力 , 研究 意欲 が な い ). 強く 言う 
考え る .( 私 立 大 学 の 研究 室 ) と 学校 に 出 て こ な く な る 根気 が な い ) など.( 国立 大 学 の 研究 室 ) 
e や り た いこ と は や る が , 嫌 な こと は し な いと いう 傾向 が 目立っ て 
ぐ 学 生 間 の 交流 > き て いる .( 国立 大 学 の 研究 室 ) 
eLSIE 0 非常 に 6 学生 が 集まる よう に な っ だ VDEC 
の 影響 と 思わ れる ). 学生 どう し の コミ ュ ニ ケー ショ ン が 希薄 に ぐ 自 主 性 > 
な っ た よう に 見 える .( 国立 大 学 の 研究 室 ) es すべ て を めん どう みな いと , 研究 が 進み に くい .( 私 立 大 学 の 研 
e 自己 中 心 的 な 学生 が 増え , グル ー プ で 作業 する こと を 好ま な い 学 究 室 ) 
生 が 増え た と 思わ れる . リー ダー シッ プ を 発揮 する 学 邊 研究 室 e 自分 で 問題 を 発見 し た り , 設定 し て 納得 の いく まで 突き 詰め る 学 
の 中 心 人 物 ) が 存在 し な い 年 度 も ある .( 私 立 大 学 の 研究 室 ) 生 が 少な く な っ た . 午前 中 の 研究 室 の 在 室 者 数 が 減っ た . 土曜 
は , ほとん 研究 室 へ ) 出 て こ な く な っ た .( 私 立 大 学 の 研究 室 
ぐ 学 力 の 低下 > e 教員 の 指示 し た こと は で きる が , みず か ら 能動 的 に 考え る 力 が 弱 
e 基礎 学力 の 低下 の た め , 大 学 4 年 生 で は あたり まえ の 知識 が , も く な っ て きた . 社会 的 な 影響 力 や 技術 的 な も の の 見 か た に 関す る 
は や あたり まえ で な く な っ て き て いる . よっ て , 基礎 学力 の 底 視野 が 狭く な っ て き て いる .( 国立 大 学 の 研究 室 ) 
上 げ の た め , これ まで 以上 に ゼミ を 増やし て いる ( 1 週間 に 10 コ e 自分 か ら 調 べた り , 問題 を 解決 し よう と する 努力 が 足り ず , す 
マ ). また , 研究 に 対し て は クー ル な 印象 が ある . あま り 無理 を ぐに 答え や アド バイ ス を 求め て , 楽 を し よう と する 傾向 が 強く な 
せ ず に 研究 に 取り 組む と いう 感じ で ある .( 私 立 大 学 の 研究 室 ) っ た .( 国立 大 学 の 研究 室 ) 
e 入試 科 目 の 緩和 , と くに 物理 を 受験 科目 と し な い 学 生 の 増加 で , 
数 学 と 物理 の 基礎 学力 が 落ち て いる .( 私 立 大 学 の 研究 室 ) ぐ 意 志貴 通 ・ 社 会 常識 
e 英語 力 が 少し 落ち て いる 感じ が する .( 公立 大 学 の 研究 室 ) e 礼儀 正しい が , も う 少 し 元気 が あっ て も よい の で は , と 思う . 
( 私 立 大 学 の 研究 室 ) 
く 学 力 の ば ら つ き > e 長 幼 の 関係 や 基本 的 な 会 話術 。 い わ ゆ る 常識 が 欠け て いる . 学 
e ば ら つ き が 大 きく な り , 上 位 と 下位 の 差 が は っ きり し て いる . 力 は 長期 低落 傾向 に ある .( 私 立 大 学 の 研究 室 ) 
( 私 立 大 学 の 研究 室 ) 


法 攻 大 学 中 野 久 槍 研 究 ま 還 証 証 記 当 当 拉 壮 当 

群馬 大 学 小林 春夫 研究 請 議 康夫 6 

明星 大 学 マイ クロ エレ クト ロニ クス 研究 宝生 計 = 
北海 道 大 学 ワイ ヤレ ス 情 報 通信 研究 宝 議 gp っ 
静岡 大 学 桑原 義 ) 研究 宇 請 証 記 遇 尋 3 


図 16 _- 
州 大 学 シス テム LS| 研 究 セ ンタ ー 3 

特許 出願 件 数 の 多い 研究 室 九州 大 学 シス テ 研究 セン 較 

特許 の 出願 件 数 が 多かっ た 上 位 7 研究 室 を 示す 。 誌 九州 工業 大 学 尾 知 研究 請 圭二 

の つ ご う で 学部 名 と 学科 名 は 省略 し た . な お , 特許 出 

願 の 数 に よっ て 研究 成果 を 評価 する 意図 は な い の で 注 0 2 4 6 8 10 管 

4 出願 件 数 件 ) 較 
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図 17 


研究 テー マ の キー ワー ド ( 複数 回 答 ) 

各 研 究 室 の 主要 な 研究 テー マ に つい て , 該 
当 す る キー ワー ド で 答え て も ら っ た . 上 位 
5 テー マ は , 1 位 が IC 人 SI 設計, 2 位 が ディ 
ジタル 信号 処理 , 3 位 が 無線 , 4 位 が 設計 
ツー ル /CAD, 5 位 が ネッ トワ ー ク だ っ た . 


IC/LSI 設計 関 39 
ディ ンタ ル 人 生還 


人 


設計 ツー ル /CAD 

ネッ トワ ー ク 

マイ クロ プロ セッ サ 設 計 
マル チ メ デ ィ ア 

高周波 
組み 込み シス テム 
デー タ 通信 

イン ター ネッ ト 

音 声 

ロボ ッ ト / メ カト ロ 
ミッ クス ト ・ シ グ ナ ル 
ビデ オ 


半導体 プロ セス 


プリ ント 基板 / 部 品 実装 


MEMS 


その ほか 


表 3 キー ワー ド 別 上 位 10 テ ー マ の 推移 
今回 を 含め た 過去 5 回 の アン ケー ト 調査 に お ける 上 位 10 テ ー マ を まとめ た . 


2002 年 


2008 年 


有効 回 答 数 : 82 


2004 年 


20 


2005 年 


40 4g %)[【 


2006 年 


IC/LSI 設計 


IC/LSI 設計 


1C/LSI 設計 


IC/LSI 設計 


IC/LSI 設計 


半導体 プロ セス 


ディ ジタル 信号 処理 


設計 ツー ル /CAD 


無線 


ディ ジタル 信号 処理 


高 周 流 同率 2 位 ) 


無線 


ディ ジタル 信号 処理 


ディ ジタル 信号 処理 


無線 


設計 ツー ル / 


CAD 


設計 ツー ル /CAM 同率 3 位 ) 


マイ クロ プロ セッ サ 設 計 


マイ クロ プロ セッ サ 設 計 


設計 ツー ル /CAD 


マイ クロ プロ セッ サ 議 


組み 込み シス テム 


無線 


ネッ トワ ー ク 


ネッ トワ ー ク 


ディ ジタル 信号 処理 同率 5 位 ) 


マイ クロ プロ セッ サ 設 計 


高 周 注 同率 5 位 ) 


設計 ツー ル /CAD 


マイ クロ プロ セッ サ 設 計 


ロボ ッ ト 


高周波 


マル チ メ デ ィ ア ( 同率 5 位 ) 


高周波 


マル チ メ デ ィ ア 


無線 


マル チ メ デ ィ ア ( 同率 7 位 ) 


組み 込み シス テム 


マル チ メ デ ィ ア 


高 周 源 同率 7 位 ) 


マル チ メ デ ィ ア 


ネッ トワ ー ク 


ネッ トワ ー ク (同率 8 位 ) 


イン ター ネッ ト 


組み 込み シス テム 


ミッ クス ト ・ 


シグ ナル 


マ が 挙がり まし た . 


1 位 : 
2 位 : 
3 位 : 
4 位 : 
5 


無線 


IC/LSI 設計 
ディ ジタル 信号 処理 


es! 


設計 ツー ル /CAD 
宗 必 ト ウ ー ク 
トッ プ ば 1IC/LSI 設計 」 で 前 


半導体 プロ セス 


回 と 同じ で す . 前 回 2 位 の 
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ミッ クス ト ・ シグナル 


ーー 
に = 
2 


線 」 が 今回 は 3 位 に 下がり , 前 


組み 込み シス テバ 同率 9 位 ) 


処理 」 が 今回 は 2 位 に 上 が り ま し た . 


今回 を 含め た 過去 5 
テー マ を 表 3 に まとめ まし た . 


Lie 


回 の アン ケー ト 
トッ プ は すべ て 1IC/LSI 設 
設計 ツー ル /CAD」,「 ディ ジタル 信号 処理 」, 


デー タ 通信 


回 3 位 の ディ ジタル 信号 


調査 に お ける 上 位 10 


「 マイ クロ プロ セッ サ 設 計 」,「 無線 」,「 高周波 」,「 マル チ 


メデ ィ ア 」 は , つね に 上 位 10 テ ー マ に 入っ て いま す . 2002 


少子 化 で 学力 低下 に 拍車 , 7 割 の 研究 室 が 学生 の 基礎 学力 に 「 問 題 あ り ] 
ーー 2006 年 電子 技術 産学 協同 実態 調査 


産学 連携 へ の 提言 や 要望 な ど 

本 調査 で は , 産学 連携 に 関し て 提言 や 企業 へ の 要望 な ど を 自由 意 @ 産学 連携 を 成功 させ る た め の 優遇 措置 の 必要 性 
見 と し て うか が いま し た . 意見 の 一 部 を 以下 に 紹介 し ます . 私 学 で は 研究 に と れる 時 間 が ほとん ど な い の で , 産学 連携 の 種 は 
あっ て も , 責任 を 持っ て 遂行 する こと が 困難 で ある . 産学 連携 を 行 
人 @ 共同 研究 の 際 の 手続 き を 軽減 する た め の 方 策 が 必要 っ た 場合 , 事業 化 ま で 優先 的 に その 開発 に 取り 組め る よう な シス テ 

大 学 で 特許 を 扱う 部 門 が で き , 企業 と 特許 に 関す る 問題 が 障害 と ム が 必要 と 思う . 例え ば , 授業 回 数 を 減ら し た り , 教務 上 の 担当 
な っ て き て いる . 共同 研究 の 手続 き が 非常 に めん どう に な っ て いる か ら 外 し て も ら え る な どの 優遇 措置 が 必要 な の で は な い だ ろ うか . 
の で , それ を 軽減 する 方 策 が 必要 で ある . ある い は , 企業 側が 研 (私立 大 学 の 研究 室 ) 
究 費 を 寄付 金 と し て 納付 する こと ( これ が 大 学 側 に と っ て も っ と も 
手続 き が 簡単 ) を 広く 認め て ほし い .( 国立 大 学 の 研究 室 ) @ ニー ト 対 策 に も 役立つ 長期 イン ター ンシップ を 提案 

Problem Based Learning PBL : 問題 発見 型 学習 ) や ディ プロ マ 

人 @ 教員 の 残業 や 休日 出勤 に 対す る 手当 て も 考え て ほし い ( プロ ジェ クト 参加 型 修業 実習 ) な どの 長期 イン ター ンシップ に よ 

産学 連携 を 進め よう と する と 教員 の 時 間 が 不足 する の で , 残業 や る , 産学 連携 を 提案 し た い . フリ ー タ 対策 , ニー ト 対策 に つい て 
勤 を し な けれ ば な ら な い 状 況 と な る . 共同 研究 費 か ら 教員 の の 国 の 政策 と も マッ チ す る . 学生 の 職業 観 育 成 と 研究 の 交流 の 両方 
H 勤 の 手当 て が 払え る よう に な ら な い だ ろ うか . に 役に立つ .( 私 立 大 学 の 研究 室 ) 


30-39 件 軒 1 

国 20~29 件 団 | 1 

際 

学 15-19 件 較 国 宰 3 

向 10-14 伯 呈 記 

表 5-o 人 0 引 語 三 

mwKwK>W べ ご =… ぃ ぴ 四 

図 19 図 
ER Of 一 “ 
各 研究 室 に お ける 2005 年 1 月 12 月 の 国際 学会 論文 発 
表 件 数 を 答え て も ら っ た . も っ と も 多かっ た の は 34 件 , 0 5 10 15 20 本 30 35 40 45 
次 が 22 件 で ある . 研究 室 数 図 


年 2003 年 に 上 位 10 テ ー マ に 入っ て いん 半導体 プロ セ 
ス 」 は その 後 ラ ンク 外 に な り , 代わ っ ネッ トワ ー ク 」 が 


最近 は 上 位 に 食い 込ん で いま す . 50-99 伯 細 較 2 
40 一 49 件 i 計 2 
国 
@ 国内 発表 74 件 国際 発表 34 件 が 最多 店 30O9942 
学会 発表 は , 大 学 の 研究 室 が 研究 成果 を 発表 する 主要 な ざさ キ 
間 
手段 で す . 本 アン ケー ト で も , 各 研 究 室 の 論文 発表 の 動向 人 10 て 19 件 15 
を 調べ て きま し た . 5 人 市 
各 研 究 室 の 過去 1 年 間 2005 年 1 月 ~ 12 月 ) に お ける 国内 1 半 
学会 発表 件 数 の 分 布 を 図 18 に , 国際 学会 発表 件 数 の 分 布 0 人 り 
を 図 19 に 示し ます . 国内 学会 の 発表 件 数 で も っ と も 多 か 0 5 10 15 20 25 
っ た の は 74 件, 国際 学会 の 発表 件 数 で も っ と も 多かっ た の 研究 室 数 較 
は 4 件 で し た 図 18 国内 学会 で の 年 間 発 表 件 数 分 布 
各 研究 室 に お ける 2005 年 1 月 12 月 の 国内 学会 論文 発表 件 数 を 答え て も ら 
また , 過去 1 年 間 2005 年 1 月 ~ 12 月 ) で 学会 発表 件 数 っ た . も っ と も 多かっ た の は 74 件 , 次 が 51 件 で ある . 
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北海 道 工業 大 学 佐 鳥 研究 補 生計 qq{「{「l 加 
慶應 義塾 大 学 大 材 研 究 室 K 語り 
東京 電機 大 学 ワイ ヤレ スシ ステ ム 研 究 宇 IE 放 計 |「 ジ 9 
法政 大 学 中 野 久 松 研究 室 還っ 9 プ 
慶應 義塾 大 学 天野 研究 補 K] 二 計 2/ 
東京 理科 大 学 浜本 研究 宝 請 虹 虹 太 "1 
埼玉 大 学 吉田 研究 室 IE 識 ピ eeazpl!/ 
静岡 大 学 務 原 義 ) 研 究 宝 還 還 良 「7 
回 9 関西 大 学 情報 工学 研究 室 凶 電 謀 li!5 
国内 論文 発表 件 数 教員 1 人 当たり ) 上位 10 研 究 室 東京 工業 大 学 西原 研究 室 14 
よっ て 研究 成果 を 評価 する 意図 は な い の で 注意 され た い . 国内 学会 発表 件 数 / 教 員数 較 
度 誰 二 有 大 学 天野 研究 ま D 請 ポ 示 末寺 奈 奈 二 電 8 
法政 大 学 中 野 久 松 研究 宝 証人 信 【Q「/ 
度 應 義塾 大 学 大 材 研 究 室 間 診 玉 
東京 理科 大 学 浜本 研究 補記 隊 際 記 シリ” 
北陸 先端 科学 技術 大 学院 大 学 情報 科学 セン ター 還 語 誠 
東京 電機 大 学 ワイ ヤレ スシ ステ ム 研 究 室 8 
九州 工業 大 学 笹尾 研究 室生 ES 8 
図 21 東京 電機 大 学 電子 回 路 研究 室 呈 |/ 
国際 論文 発表 件 数 教員 1 人当たり) 上位 9 研 究 室 関西 大 学 電子 デバ イス 研究 室 上 計 唐 計 8 / 
て 研究 成果 を 評価 する 意図 は な い の で 注意 され た い . 国際 学会 発表 件 数 / 教 員数 区 
の 多かっ た 研究 室 を 図 20 と 図 21 に 集計 し まし た . な お , ( 2) 日 本 経済 新聞 , 2005 年 10 月 31 日 付 教育 面 ,「 私 立 大 学 経営 アン 
この 集計 で は 発表 件 数 を 教員 数 で 割り , 教員 1 人 当たり の AM 隔 陸 | 
1 _ ( 3) 福田 昭 , 宮崎 仁 : 国立 大 学 法人 化 ぴ 津波 "が 技術 系 研究 室 を 直 
件 数 に 換算 し て いま す . た だ し , 論文 の 数 に よっ て 研究 成 撃 , Design Wave Magazine, 2005 年 3 月 号 , pp.131-140. 


果 を 評価 し よう と し て いる わけ で は あり ませ ん . この アン 
ケー ト に お ける 論文 調査 数 の 目的 は , 研究 成果 の 評価 で は 
な く , 第 1 に 研究 成果 を どの くら い 積 極 的 に 発表 し て いる 
か を 知る こと , 第 2 に 発表 の 手段 と し て 論文 発表 と いう 方 
法 が どの くら い 用 いら れ て いる か を 知る こと で す . 


に 0 
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